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中期事業計画 業績目標の修正に関するお知らせ 

 

当社は平成 27 年５月 14 日に公表した 2017 年度（平成 30 年３月期）を最終年度とする３ヵ年

の中期事業計画の業績目標を、本日公表の平成 29 年３月期決算の内容を踏まえ下記の通り修正

いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績目標の修正（平成 30 年３月期） 

  売 上 高 営 業 利 益 営業利益率 

前回公表目標（Ａ） 15,500 百万円 1,550 百万円 10.0％ 

今回修正目標（Ｂ） 12,800 百万円 1,180 百万円 9.2％ 

増減額（Ｂ－Ａ） △ 2,700 百万円 △ 370 百万円 △ 0.8％ 

 

２．修正理由 

本中期事業計画では、「トリプル３０プラン ～お客様の満足のために～」を目標に、「継続

的かつ安定的な事業拡大（売上高 30 億円ＵＰ、営業利益 10％の達成）」、「社員満足度の向上

（満足度 30％向上で社員活性化と質の向上）、「モノ作り力の向上（生産性・品質の 30％向上

で付加価値向上）」を重点戦略に据えて活動してまいりましたが、中期事業計画最終年度となる

今年度の業績予想は、金融機関を中心とした大型案件の受託規模縮小、開発要員の不足、新規事

業の立ち上げ遅れ等により、現時点では業績予想が目標額を下回ったため、目標を修正させてい

ただきます。 

今回発表の業績目標につきましては、一層の営業力の強化、開発力の強化に取り組み、達成を

目指してまいります。 

 なお、中期事業計画の重点戦略である、「社員満足度の向上」、「モノ作り力の向上」につき

ましては、勤怠環境の改善に向けた諸施策の実施、女性の活躍できる職場環境の整備及びお客様

満足度向上への積極的取り組み等により、引き続き従来目標の達成に向け活動してまいります。 

 

※本資料における数値は現時点で入手可能な情報に基づいた見通しです。実際の業績等は業況の変化

により上記予想と異なる場合があります。 

 

以 上 
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